
かすみがうら市農村環境改善センターの利活用状況について

当施設については、これまで地域の集会、スポーツ団体の合宿、文化団体等の研修など
幅広く利用されてきましたが、開館後40年以上経過し、近年は貸館・宿泊ともに利用者の
減少が著しく、さらに施設の老朽化も相まって現在は休館としております。

一方で、施設周辺は霞ヶ浦湖岸の水郷筑波国定公園の一画に位置しサイクリング事業を
はじめ各種イベントが開催され、官民が連携し誘客に力を入れているところですが、以前
より当地域には宿泊機能が少ないことが課題となっていました。

かすみがうら市議会 総務経済委員会資料
令和7年2月17日 産業経済部 観光課

令和６年７月 公有財産取得価格等評価委員会
産業建設委員会
農村環境改善センター管理運営
委員会

８月 全員協議会
借地権者協議

９月 不動産鑑定評価委託
10月 登記測量業務委託
12月 公募開始

令和７年１月 プロポーザル審査会
（右の事業者が交渉権者に決定）

これまでの経過

近年、古民家江口屋や水郷園といった宿泊施設
をオープンしておりますが、さらなる地域の活性
化を図るため、こうした公共施設の既存ストック
を民間の活力により有効活用してもらいたいと考
え、令和６年度は事業者が参入できる準備を進め
てきました。

交渉権者
ワールドアプレイザルジャパン株式会社
代表取締役 山本 誠
東京都港区麻布台2-3-5 ノアビル12階

事業内容
体験型ホテル「Hostel Inn」運営
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プロポーザル提案資料抜粋

スポーツアクティビティ

収穫体験等

令和8年度オープンを予定
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令和７年２月 公有財産取得価格等評価委員会 基本協定の締結
総務経済委員会 全員協議会
改善センター運営委員会 地域住民説明会
国・県協議（財産の処分等の承認について）※１

３月 設置管理条例の廃止[議案] 財産の無償譲渡について[議案] ★
４月以降 契約締結及び物件の引き渡し

※１ 国・県との事前協議は以下のとおり

◇無償譲渡及び無償貸付けの場合
農村環境改善センターについては、長期利用財産を地域活性化等※2を図るために財産処分を
行うものと認められるため補助金返還は不要。
※2 社会情勢の変化に対応するためまたは既存ストックを効率的に活用した地域活性化のこと

◇有償貸付けの場合
施設建設に対し国から1/2の補助を受けているため貸付額の1/2を国へ納める。

◇有償譲渡の場合
譲渡契約額、残存簿価または時価評価額のうち最も高い金額に国庫補助率を乗じた金額を国庫
納付する。

今後のスケジュール

その他

★ワールドアプレイザルジャパン株式会社は無償譲渡を希望

市としては、今後施設を整理する際の補助金返還や施設解体費用などの経費が不要となり、
一方で固定資産税の収入も見込まれるとともに、民間の活力による活用により交流人口の
拡大や地域の活性化に資する取り組みなど地域貢献が期待されることから、要望のとおり
無償譲渡を進めていく方針とする。

【参考】評価額：70,660,819円 ※下記の積算により算出
・建物 47,109,112円（固定資産税評価額）
・土地 23,551,707円（固定資産税評価額×10/7をもとに測量後の実測面積で積算）


